
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画に基づく
令和８年度実施予定施策（案）について

議事第２号

※ 本議事の資料は報告２における配布資料と共通

議事2-1



議事2-2



 

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画に基づく 

令和７年度の取組状況及び令和８年度の実施予定施策（案）について 

実施施策 実施主体 実施状況 

基本方針１ 利用しやすい運行間隔の実現 

【施策 1-1】  

運転士の確保に

よる便数の維

持・改善 

 

お れ ん じ

鉄道、県、

市町 

 

令和７年度の取組状況 令和８年度の実施予定施策（案） 

（おれんじ鉄道） 

・合同説明会等（会社説明会、合同企業説明

会）への積極的参加 

・社員の待遇改善検討 

・中途採用の通年実施 

・高校/短大/専門学校/大学との連携 

求人情報提供、訪問説明、見学等受入 

・運転免許取得者の養成数の拡大 

・他鉄道会社への運転士等の派遣協力依頼 

・鉄道会社離職者への復職（再雇用）案内 

 

（現 状） 

・運転士数の状況 

  令和８年３月 24 名 

  令和８年４月 27 名（令和７年度３名養成） 

・令和７年度に中途採用・新規採用および部 

署異動により確保した運転士候補者 10 名は 

動力車操縦者運転免許取得に向け養成中 

（おれんじ鉄道） 

・合同説明会等（会社説明会、合同企業説明

会）への積極的参加 

・社員の待遇改善検討 

・中途採用の通年実施 

・高校/短大/専門学校/大学との連携 

 求人情報提供、訪問説明、見学等受入 

・運転免許取得者の養成数の拡大 

・他鉄道会社への運転士等の派遣協力依頼 

・鉄道会社離職者への復職（再雇用）案内 

・社内における運転士自社研修体制の試行 

（目 標） 

・運転士候補者の計画的養成 

(新入社員８名含む運転士候補者 10 名の養成) 

・令和９年度に入社予定の運転士候補者の確保 

（目標採用数：５名） 

（両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道の安定した運行を確保するた

め、同鉄道が実施する鉄道基盤設備の維持に

要する経費の支援などを通して、同鉄道が取

り組む社員の待遇改善を支援した。 

・おれんじ鉄道が企業説明会や沿線の学校を訪

問する際等に配布する冊子・ノベルティグッ

ズの製作費用の一部について支援を行った。 

 （肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業） 

 （肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会事業） 

（両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道の安定した運行を確保するた

め、同鉄道が実施する鉄道基盤設備の維持に

要する経費の支援などを通して、同鉄道が取

り組む社員の待遇改善を支援する。 

・おれんじ鉄道が実施する企業・学校等へのリ

クルート活動（会社説明等）に、自治体職員

も同行し、同鉄道と連携の上、人材確保に努

める。 

・おれんじ鉄道に対して、それぞれの自治体内

で開催される合同企業説明会・就職フェアな

どの開催情報について、積極的に情報展開を

行うなど、採用活動の機会の提供に努める。 

 （熊本県・熊本側沿線市町） 

・熊本県と沿線市町が連携して、合同企業説明

会等に参加するおれんじ鉄道社員の旅費を支

援する（肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会

事業）。 

（鹿児島県） 

・おれんじ鉄道が実施する鹿児島県内の高等学

校等へのリクルート活動（会社説明等）に、

県交通政策課職員も同行し、同鉄道と連携の

上、人材確保に努めた。 

（鹿児島県） 

・鹿児島県地域公共交通等人財確保支援事業の

対象におれんじ鉄道を追加の上、合同企業説

明会等に参加する同鉄道社員の旅費を支援す

る（リクルート活動への同行も継続実施）。 

[Ｒ８重点施策] 

報告2-3（議事2-3）



 

（八代市） 

・第２次八代市地域公共交通計画の施策として

「運転手確保に向けた支援」を定めた。 

（八代市） 

・運転手(士)募集の広報や、移住定住促進など

他の分野と連携しながら運転手(士)確保の支

援を行う。 

 

 

 

 

 

（水俣市） 

・８月 22 日に開催予定の「SDGｓ未来都市フェ

スタ」にて、おれんじ鉄道にブース出展を依

頼し、来場する小・中・高校生へおれんじ鉄

道をＰＲする場を提供する。 

（芦北町） 

・おれんじ鉄道と連携した広報、対応策の検討

及び実施 

（芦北町） 

・おれんじ鉄道と連携した広報、対応策の検討

及び実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した広報、対応策の検討

及び実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した広報、対応策の検討

及び実施 

（出水市） 

・市主催の企業説明会へのおれんじ鉄道の出展 

（出水市） 

・市主催の企業説明会へのおれんじ鉄道の出展 

 （薩摩川内市） 

・採用情報の広報支援の検討及び実施 

【その他団体等】 

（ＪＲ九州） 

・動力車操縦者を養成 

【その他団体等】 

（ＪＲ九州） 

・動力車操縦者を養成 

【施策 1-2】 

交通事業者が

連携した運

賃・ダイヤ等

の設定による

運行の効率化 

 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町、交通

事業者 

 

（おれんじ鉄道） 

・鉄道と並行する路線バスとの共同経営事例と

して「ＪＲ四国牟岐線と徳島バスとの共同経

営事例」について情報収集を実施（二社にヒ

アリング）。 

（おれんじ鉄道） 

・昨年度実施した共同経営事例のヒアリング内

容を踏まえ、制度の勉強・深堀りを行う。 

・バス等との他交通事業者との連携・共同経営

に向けた交通事業者等との意見交換の実施。 

・共同経営実施にあたっての課題の整理。 

 （沿線７市町共通） 

・他交通事業者との連携・共同経営に向け、お

れんじ鉄道が実施する交通事業者等との意見

交換に必要に応じて参加するなど、同鉄道と

一体となり、運行の効率化に向けた取組を進

める。 

（芦北町） 

・ＡＩオンデマンド交通実証運行による二次交

通の接続強化 

（芦北町） 

・ＡＩオンデマンド交通実証運行による二次交

通の接続強化 

（津奈木町） 

・町公共交通会議における対策の検討、実施 

（津奈木町） 

・町公共交通会議における対策の検討、実施 

（阿久根市） 

・乗合タクシーとの接続による二次交通の強化 

（阿久根市） 

・乗合タクシーとの接続本数増加による二次交

通の強化 

【交通事業者】 

（鹿児島県タクシー協会） 

・各駅にタクシーが待機することが望ましい

が、利用者数の問題等から不可能な時のため

に、タクシー会社の連絡先を明示して対応す

るような取組を行った。 

【交通事業者】 

（鹿児島県タクシー協会） 

・本年度についても７年度の取組内容の徹底

と、タクシー配車不可能のことも視野に入

れ、ライドシェア、公共ライドシェアの導入

も検討する。 

報告2-4（議事2-4）



 

（熊本県タクシー協会） 

・沿線各自治体の交通会議等に地域の事業者と

ともに参加し、利用者の利便性向上につなが

る取組や交通空白地域をなくしていくような

施策を、地域の実情に合わせて検討・協議・

実施している。 

（熊本県タクシー協会） 

・沿線各自治体の交通会議等に地域の事業者と

ともに参加し、利用者の利便性向上につなが

る取組や交通空白地域をなくしていくような

施策を、地域の実情に合わせて検討・協議・

実施していく。 

（ＪＲ九州） 

以下の区間で直通運転を実施 

・新八代～八代間（7 往復/日） 

・川内～隈之城間（5 往復/日） 

おれんじ鉄道との接続を考慮したダイヤ設定 

（ＪＲ九州） 

以下の区間で直通運転を実施 

・新八代～八代間（7 往復/日） 

・川内～隈之城間（5 往復/日） 

おれんじ鉄道との接続を考慮したダイヤ設定 

基本方針２ 目的地までのスムーズな接続の実現 

【施策２-１】 

多様な関係者

の参画による

二次交通の接

続改善 

 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町、交通

事業者 

 

（おれんじ鉄道） 

・駅に接続する二次交通の運行情報を収集の

上、整理を行った（路線バス/タクシー/カー

シェア/オンデマンド交通/レンタサイクル）。 

（おれんじ鉄道） 

・列車と路線バス、コミュニティバス、デマン 

ド型交通等との接続時刻表を作成し、主要駅 

に設置する。 

・二次交通の利用状況等について、関係事業者（市

町、バス、タクシー事業者）との情報交換を行

うとともに、接続改善に向けた協議を開始し、

課題の整理を行う。 

 （沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道が作成した列車と路線バス、コ

ミュニティバス、デマンド型交通等との接続

時刻表を沿線地域に立地する各自治体の公共

施設等において掲示（設置）するほか、公式

ホームページに掲載するなど、積極的な活用

を図る。 

・おれんじ鉄道と連携の上、各自治体内を走行

する二次交通と同鉄道の接続改善に向けた取

組を進めるとともに、各地域における移動実

態に合わせ、二次交通ネットワークの維持・

確保・改善に努める。 

（熊本県） 

・地域公共交通協議会等への参加による助言等

を行った。 

（熊本県） 

・地域公共交通協議会等への参加による助言等

を行う。 

（八代市） 

・八代市管内の各駅に接続する路線バス及び乗

合タクシーの運行事業者に対し、運行費の支

援を実施することで二次交通ネットワークの

維持を行った。 

（八代市） 

・八代市管内の各駅に接続する路線バス及び乗

合タクシーの維持を図るとともに、必要に応

じて路線の見直しやライドシェア等の導入に

ついて検討を行う。 

（水俣市） 

・民間事業者の協力により、水俣駅にトヨタカ

ーシェアを導入した。 

（水俣市） 

・現状の路線を維持する 

（新規取組予定はなし）。 

（芦北町） 

・ＡＩオンデマンド交通実証運行による二次交

通の接続強化 

（芦北町） 

・ＡＩオンデマンド交通実証運行による二次交

通の接続強化 

 

 

[Ｒ８重点施策] 

報告2-5（議事2-5）



 

（津奈木町） 

・町公共交通会議における対策の検討、実施 

・津奈木町低炭素型観光推進事業による二次交

通対策の検討、実施(レンタサイクル運用等) 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成及

び実施 

（津奈木町） 

・町公共交通会議における対策の検討、実施 

・津奈木町低炭素型観光推進事業による二次交

通対策の検討、実証 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成及

び実施 

（阿久根市） 

・乗合タクシー運行による二次交通の接続強化 

・民間事業者の協力により、阿久根駅にトヨタ

カーシェアを導入 

（阿久根市） 

・乗合タクシーの運行曜日、ダイヤ拡充による

二次交通の接続強化 

・民間事業者の協力により、阿久根駅にトヨタ

カーシェアを導入 

（出水市） 

・出水市地域公共交通活性化協議会へのおれん

じ鉄道の参画（同協議会において路線バス、

コミュニティバス、タクシー等二次交通との

接続改善による利便性の向上に向けた協議等

の実施） 

（出水市） 

・出水市地域公共交通活性化協議会へのおれん

じ鉄道の参画（同協議会において路線バス、

コミュニティバス、タクシー等二次交通との

接続改善による利便性の向上に向けた協議等

の実施） 

（薩摩川内市） 

・駅に接続する二次交通の運行情報を収集 

（薩摩川内市） 

・駅に接続する二次交通の運行情報を収集 

【交通事業者】 

（南国交通） 

・共同デジタル乗車券販売（マイルート）によ

る二次交通利用促進 

【交通事業者】 

（南国交通） 

・共同デジタル乗車券販売（マイルート）によ

る二次交通利用促進 

（鹿児島県タクシー協会） 

・各駅にタクシーが待機することが望ましい

が、利用者数の問題等から不可能な時のため

に、タクシー会社の連絡先を明示して対応す

るような取組を行った。 

（鹿児島県タクシー協会） 

・本年度についても７年度の取組内容の徹底

と、タクシー配車不可能のことも視野に入

れ、ライドシェア、公共ライドシェアの導入

も検討する。 

（熊本県タクシー協会） 

・沿線各自治体の交通会議等に地域の事業者と

ともに参加し、利用者の利便性向上につなが

る取組や交通空白地域をなくしていくような

施策を、地域の実情に合わせて検討・協議・

実施している。 

（熊本県タクシー協会） 

・沿線各自治体の交通会議等に地域の事業者と

ともに参加し、利用者の利便性向上につなが

る取組や交通空白地域をなくしていくような

施策を、地域の実情に合わせて検討・協議・

実施していく。 

基本方針３ 利用しやすいサービス・施設の実現 

【施策 3-1】 

サービスの改

善による利便

性の向上 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町、交通

事業者 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・1 日フリー乗り放題切符のデジタル化の拡充

（ジョルダン以外の MaaS アプリでの販売開始

に向けた調整を行った） 

（おれんじ鉄道） 

・両県の MaaS 実行委員会等へ参画し、交通事 

業者間の関係構築（意見交換含む）を行う。 

・MaaS 対応商品の拡充・商品開発にあたって両 

県・沿線市町との意見交換等を行う。 

・熊本県側、鹿児島県側を結ぶ MaaS 商品販売開

始（「myroute」等）1 件以上 

 （両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道が取り組むサービス改善内容

（MaaS 対応商品の拡充等）について、各自治

体のホームページやＳＮＳ、広報紙等で積極

的に情報発信を行うなど、同鉄道の取組を支

える。 

報告2-6（議事2-6）



 

 （沿線７市町共通） 

・MaaS の取組拡大にあたっては、各自治体にお

ける観光・交流施策との連携が必要なことか

ら、必要に応じて同鉄道と意見交換を行い、

連携関係の構築に向けた取組を進める。 

 （八代市） 

・マイルートへの掲載も視野に入れ、八代市管

内のおれんじ鉄道駅と接続する路線バス乗車

券のデジタル化による実証運行に取り組み、

利便性の向上を図る 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した対応策の検討・実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した対応策の検討・実施 

（鹿児島県タクシー協会） 

・乗務員の接遇改善はもとより、キャッシュレ

ス化の徹底に取り組んだ。 

（鹿児島県タクシー協会） 

・本年度においても、７年度の取組内容の徹底

を図ることが重要と考える、 

（熊本県タクシー協会） 

・各社が配車アプリやキャッシュレス決済など

の研究や導入検討を行う中、協会としては導

入補助に活用してもらう助成金・補助金など

の要望や紹介を行った。 

（熊本県タクシー協会） 

・各社が配車アプリやキャッシュレス決済など

の研究や導入検討を行う中、協会としては導

入補助に活用してもらう助成金・補助金など

の要望や紹介を行う。 

【JR 九州】 

・デジタルきっぷ「くまもっとのりものきっ

ぷ」（熊本県内が対象）を発売。 

 

【施策 3-2】 

駅の施設・設

備等の改善に

よる利便性の

向上 

 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・「切符の買い方、乗り方」等の動画制作 

→鹿児島県北薩地域振興局事業にて動画を制

作し、令和８年度から放映開始（利用者の

意見を取り入れながら改善予定） 

 ※夏以降、駅及び youtube 等で放映予定 

・待合環境改善は、水俣駅と米ノ津駅を一部実

施済。学生利用が多い駅の課題解決に向け、

検討を継続。 

（おれんじ鉄道） 

・駅の各種案内を整備することによる利便向上 

 →列車の乗車方法・乗換え等の案内整備 

 →二次交通の案内、観光案内等（多言語対応

も含む） 

→主要駅にバス接続時刻表を作成し駅に設置 

  【施策 2-1】と連動 

・沿線市町・教育機関等と連携した駅の待合環境 

改善（学生乗降の多い駅の改善策の検討） 

→駅の環境改善：1 駅以上 

・自転車利用者に配慮した駅案内の充実、沿線観

光情報の周知（両県サイクルツーリズム推進協

議会等とも連携）     

→自転車利用者に向けた丁寧な情報発信 

例 駅掲示/ホームページ・SNS/サイクルツ 

ーリズム協議会を通じた情報発信 

→サイクリストへの情報周知（サイクリング

イベントと連動したサイクルトレイン運行

など） 

 （沿線７市町共通） 

・令和７年度において各市町が策定（改定含

む）を行った各種計画などに基づき、各市町

とおれんじ鉄道が連携を図りながら、利便性

の向上や環境改善の実施・検討を行う。 

 

 

報告2-7（議事2-7）



 

（熊本県・熊本側沿線市町） 

・サイクルトレイン企画「おれんじシーサイド

ライド」の情報発信を行うとともに、同鉄道

が行う利用促進に向けた取組みを支援（肥薩

おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業） 

（熊本県・熊本側沿線市町） 

・サイクルトレイン企画「おれんじシーサイド

ライド」の情報発信を行うとともに、同鉄道

が行う利用促進に向けた取組みを支援（肥薩

おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業）。 

（鹿児島県） 

 

（鹿児島県・鹿児島側沿線市） 

・サイクルトレインの情報発信を行うととも

に、同鉄道が行う利用促進に向けた取組を支

援する（肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会事

業）。 

 （八代市） 

・学生利用が多い肥後高田駅について、近隣の

学校に通う学生向けにアンケートを実施する

など、利便性に配慮した活用策の検討を行

う。 

（水俣市） 

・水俣高校生の協力により、水俣駅待合所のリ

ニューアル及び木製椅子３脚を設置した。 

 

 

（芦北町） 

・トイレの管理委託の実施 

（芦北町） 

・トイレの管理委託の実施 

・駅舎及び周辺施設の改修案の検討 

（津奈木町） 

・駅舎及びトイレの管理委託の実施（委託先：

町商工会） 

（津奈木町） 

・駅舎及びトイレの管理委託の実施（委託先：

町商工会） 

・駅舎及び周辺施設の改修案の検討 

（阿久根市） 

・各駅の駐輪場管理 

・折口駅駐輪場の修繕 

・阿久根駅、牛ノ浜駅、折口駅に植栽された柑

橘類の維持管理 

・折口駅のトイレ清掃並びに施設周辺のゴミ拾

い及び除草。 

（阿久根市） 

・各駅の駐輪場管理 

・阿久根駅、牛ノ浜駅、折口駅に植栽された柑

橘類の維持管理 

・折口駅のトイレ清掃並びに施設周辺のゴミ拾

い及び除草。 

（出水市） 

・高尾野駅トイレ・高尾野駅前広場・野田郷駅

横トイレ・市内５駅駅前駐輪場維持管理 

・高尾野おれ鉄応援団による高尾野駅テーブル

設置等（高尾野小学校） 

・野田駅・米ノ津駅美化活動（野田中学校・出

水商業高校） 

（出水市） 

・高尾野駅トイレ・高尾野駅前広場・野田郷駅

横トイレ・市内５駅駅前駐輪場維持管理 

・高尾野おれ鉄応援団による高尾野駅活性化

（高尾野小学校） 

・野田駅・米ノ津駅美化活動（野田中学校・出

水商業高校） 

（薩摩川内市） 

・駐輪場・トイレの設置及び維持管理 

・市が管理するバス待合所におれんじ鉄道の時

刻表設置・ポスター貼付 

（薩摩川内市） 

・駐輪場・トイレの設置及び維持管理 

・市が管理するバス待合所におれんじ鉄道の時

刻表設置・ポスター貼付 

 【その他団体等】 

（JR九州） 

・八代駅の一部旅客上家を金属化 

 

 

 

報告2-8（議事2-8）



 

基本方針４ 駅を核としたまちづくり 

【施策 4-1】 

他分野機能・

拠点の集約に

よる駅の賑わ

い創出 

 

お れ んじ

鉄道、市町 

 

（おれんじ鉄道） 

・駅周辺の賑わいを創出するため、自治体のま

ちづくり計画に沿って、駅と他機能施設（コ

ミュニティ施設等）との複合化を検討する。 

・沿線市町の各種計画におれんじ鉄道の関連性 

 を記載済 

（おれんじ鉄道） 

・沿線市町の中～長期的方向性、考え方につい

て、意見交換を実施（課題整理、スケジュー

ル整理等） 

 （沿線７市町共通） 

・令和７年度において各市町が策定（改定含

む）を行った各種計画などに基づき、各市町

とおれんじ鉄道が連携を図りながら、駅周辺

の賑わい創出に向けた取組を進める。 

（八代市） 

・第 2次八代市地域公共交通計画及び八代市過

疎地域持続的発展計画に、おれんじ鉄道との

二次交通の接続強化による利用促進など関連

性を記載。 

（八代市） 

・駅周辺の賑わい創出に向け、日奈久温泉駅の

利活用について関係機関などと協議・検討を

行う。 

（水俣市） 

・芦北地域振興局と協力し、水俣駅前広場にて

「おれ鉄沿線つながるマルシェ」を実施。 

 

（芦北町） 

・おれんじ鉄道と連携した対応策の検討・実施 

（芦北町） 

・産官学で連携した対応策の検討・実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した対応策の検討・実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した対応策の検討・実施 

（阿久根市） 

・阿久根駅での定期的なイベント開催によるに

ぎわいづくり。 

（阿久根市） 

・阿久根駅での定期的なイベント開催によるに

ぎわいづくり。 

（出水市） 

・駅周辺の活性化に向けたリノベーション事業

の展開 

（出水市） 

・駅周辺の活性化に向けたリノベーション事業

の展開 

 （薩摩川内市） 

・川内駅駅前広場のイベント等との連携の検討

及びイベント時の利用促進の実施 

基本方針５ 訪れたくなる仕掛け・地域づくり 

【施策 5－1】  

沿線一体とな

った地域資源

の磨き上げ・

ＰＲ 

 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市 町 、観

光・商業、

促 進 協議

会 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・観光列車おれんじ食堂のホームページ改修・

旅行商品情報の掲載拡充に向け対応中 

→公開予定時期 R8秋 

・沿線旅行商品「美食切符」の拡充    

→R7.7 月～ 

宿泊付商品販売開始（販売実績：51 件） 

R7・売上 1,431 千円（R6・737 千円） 

→R8.1 月～3 月（期間限定） 

「つなぎオイスターバル」商品販売 

販売実績 13 件 42 名 349 千円  

（R6・4 件 11 名） 

 

（おれんじ鉄道） 

・熊本ＤＣ期間における熊本県、沿線市町、観光・ 

商業団体等と連携した特別企画を実施する。 

→熊本 DC に合わせたおれんじ食堂の特別運行 

（7/5～9/27、出水～新八代間特別プラン） 

・沿線の観光素材をテーマ、ストーリー等でつ

なげ、周遊ルートの提案を行う。 

→県境をまたいだ移動の提案の実現に向け、

熊本・鹿児島両県の沿線地域におけるイベ

ントや観光情報をマップ化。 

・１日フリー切符と観光施設の組合せ等、沿線 

 めぐり商品の拡充と販売強化を行う。 

→ １日フリー切符＋観光施設商品の内容拡充

（食・温泉・観光施設・宿泊・二次交通等）  

[Ｒ８重点施策] 

報告2-9（議事2-9）



 

 （両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道が作成した年間イベントスケジ

ュールや沿線観光マップ等を基に、同鉄道の

イベント企画や沿線の地域資源、企画列車等

について、各自治体のホームページやＳＮ

Ｓ、広報紙等で積極的に情報発信を行い、沿

線地域のＰＲや同鉄道の利用促進を図る。 

 （沿線７市町共通） 

・沿線地域の自然・歴史・文化・観光資源を効

果的に活用し、沿線の関係者が一体となり、

話題性のある仕掛けやイベントを企画する。 

（熊本県） 

・県公式ＳＮＳを活用して企画列車等の情報発

信を行った。 

（熊本県） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（鹿児島県） 

・県公式ＳＮＳを活用した情報発信や、企画列

車のパンフレットを商業施設へ設置すること

等により、同鉄道の魅力の周知を図った。 

（鹿児島県） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（八代市） 

・企画列車をはじめ、沿線地域とコラボした企

画商品について、情報発信を行った。 

（八代市） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（水俣市） 

・各種観光・スポーツイベントを開催し、地域

内に人を呼び込む取組を行った。 

（水俣市） 

・各種観光・スポーツイベントを開催し、地域

内に人を呼び込む取組を行う。 

（芦北町） 

・各種観光・イベントを開催し、地域内に人を

呼び込む取組を行った。 

（芦北町） 

・各種観光・イベントを開催し、地域内に人を

呼び込む取組を行う。 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施。 

・低炭素型観光推進事業による旅行商品造成・

磨き上げ、観光人材の育成、二次交通対策の

実施、視察交流の受入れ及び情報発信。 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施。 

・低炭素型観光推進事業による旅行商品造成・

磨き上げ、観光人材の育成、二次交通対策の

実施、視察交流の受入れ及び情報発信。 

 

 

 

 

（阿久根市） 

・影響力のあるアーティスト等を起用したシテ

ィプロモーションを実施し、地域経済の活性

化を図るとともに公共交通機関の利用を促進

する 

（出水市） 

・地域振興推進事業によるイベントの開催協力 

・高校生によるおれんじ食堂活用イベント「お

れんじカフェ」の実施 

 

 

（出水市） 

・近隣市町と連携した観光振興の取組の推進 

・高校生によるおれんじ食堂活用イベント「お

れんじカフェ」 

・高校生による「出水の魅力発見ツアー」の実 

 施 

（薩摩川内市） 

・広報・PR の実施 

・西煌祭（花火大会）、川内花火大会時利用促進

PR 

（薩摩川内市） 

※広報・PRは両県・沿線７市町共通の欄に記載 

・西煌祭（花火大会）、川内花火大会時利用促進

PR 

報告2-10（議事2-10）



 

【観光・商業】 

（鹿児島県観光連盟） 

・観光サイト「かごしまの旅」におけるおれん

じ鉄道及び沿線イベント等のＰＲを実施 

＜国内外のプロモーション＞ 

・JR 九州キャンペーン「かごんま～べラス！」

（3/12～6/30）において、グルメ１５選スタ

ンプラリーでタイアップ協力。 

・旅行会社セールスで「おれんじカフェ」を PR 

【観光・商業】 

（鹿児島県観光連盟） 

・観光サイト「かごしまの旅」におけるおれん

じ鉄道及び沿線イベント等のＰＲを実施 

＜国内外のプロモーション＞ 

・JR九州キャンペーン「かごんま～べラス！」

（3/12～6/30）において、グルメ１５選スタ

ンプラリーでタイアップ協力。 

・旅行会社セールスで「おれんじカフェ」を PR 

 （熊本県観光連盟） 

・クルーズ船来訪客のおれんじ鉄道利用促進に

向けたＰＲの実施（特におれんじ食堂） 

【促進協議会】 

（熊本県） 

・八代亜紀さんの写真をメインとしたラッピン

グの実施等による話題作りや情報発信を実施

した。 

・おれんじ鉄道が中心となり実施する企画列車

や利用促進に対する取組を支援した。 

 

（鹿児島県） 

・おれんじ鉄道が中心となり企画する事業や利

用促進に対する取組を支援した。 

【促進協議会】 

（熊本県） 

・くまモンラッピングによる沿線地域及び鉄道

のＰＲを実施する。 

・おれんじ鉄道が中心となり実施する企画列車

や利用促進に対する取組を支援する。 

 

 

（鹿児島県） 

・おれんじ鉄道が中心となり企画する事業や利

用促進に対する取組を支援する。 

【その他団体等】 

（ＪＲ九州） 

① D&S 列車「36 ぷらす 3」がおれんじ鉄道線を

走行する際に、以下を実施。 

・おれんじ鉄道沿線のストーリーや各市町村の

特産品を紹介したリーフレットを配布。 

・牛ノ浜駅にて地元の方々による心のこもった

「おもてなし（特産品販売等）」を実施。 

② 沿線地域の一体的な活性化のため、観光列

車「おれんじ食堂」を指宿枕崎線で運行。 

③ 以下の切符を発売。 

・「JR・おれんじ ぐるりんきっぷ」：片道九州

新幹線、片道おれんじ鉄道 

・「JR・おれんじ トコトコ 2 枚きっぷ」：熊本

～佐敷、鹿児島中央～阿久根 

【その他団体等】 

（ＪＲ九州） 

①同左。 

②同左。 

③同左。 

④「熊本デスティネーションキャンペーン」開

催に伴い、全国の JR 主要駅においてポスター

5 種類（水俣・湯の児エリアのアクティビティ

「BigSUP」も採用）を連張り掲出。 

【施策 5-2】 

お出かけ先と

連携した交通

と他事業の相

互利用 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市 町 、観

光・商業、

促 進 協議

会 

 

 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・観光施設連携商品についてまずはアナログ上

で販売開始済（ツル観察センターやオイスタ

ーバル等と連携したチケット販売） 

※ 需要や要望次第でデジタル上での販売開

始に向け継続検討する。 

・パートナーズクラブの会員属性について整理

を実施。例：年代別、性別、居住地別等  

（おれんじ鉄道） 

・企画切符等の拡充・商品開発にあたっては

県・沿線市町・観光・商業団体との意見交換

の実施 

・沿線市町観光施設を組み込んだ旅行商品を継

続的に企画・販売 

出水ツル観察センターセット美食切符 

つなぎオイスターバルコラボ美食切符 

津奈木美酒切符 

  →令和７年度の利用実績を基に改良・再販 

報告2-11（議事2-11）



 

 （両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道の企画切符について、各自治体

のホームページやＳＮＳ、広報紙等で積極的

に情報発信を行い、利用の促進を図る。 

（鹿児島県） 

・おれんじ鉄道が企画した沿線市町観光施設を

組み込んだ旅行商品について県公式ＳＮＳを

活用し、情報発信を行った。 

（鹿児島県） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（芦北町） 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施 

（芦北町） 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施（つなぎオイスターバル、つなぎ温泉ホ

テル四季彩）。 

・おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業を活用し

たイベント時の二次交通対策の実施。  

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施（つなぎオイスターバル、つなぎ温泉ホ

テル四季彩）。 

・おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業を活用し

たイベント時の二次交通対策の実施。 

（阿久根市） 

・おれんじ鉄道の利用と商業施設・観光施設の

割引などをセットにした企画切符等の販売の

周知。 

（阿久根市） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（薩摩川内市） 

・おれんじ鉄道が企画した、沿線市町観光施設

を組み込んだ旅行商品について市ホームペー

ジを活用し情報発信を行った。 

（薩摩川内市） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

 

【促進協議会】 

（熊本県） 

・おれんじ鉄道の駅と沿線地域の観光施設やイ

ベント会場をつなぐシャトルバスを運行す

る。 

【促進協議会】 

（熊本県） 

・おれんじ鉄道の駅と沿線地域の観光施設やイ

ベント会場をつなぐシャトルバスを運行す

る。 

・おれんじ鉄道の利用と沿線地域の商業施設・

観光施設を組み合わせた新たな企画切符等の

検討を行う。 

基本方針６ 貨物輸送量の増加 

【施策 6-1】 

貨客混載によ

る人流・物流

の一体化 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市 町 、商

業・飲食、

一次産品・

特産品 

 

（おれんじ鉄道） 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・将来的な貨客混載の実施に向け、まずは沿線 

地域の産品（例：沿線の和紅茶やおるがんと

ドーナツなど）を企画列車の車内で販売する

ほか、他地域（駅やイベント）でも販売を行

うなど、まずは地域資源のＰＲの場として鉄

道資源を活用する。  

 【両県・沿線７市町共通（案）】 

・おれんじ鉄道での貨客混載について、必要に

応じ農林水産業や商業などを所管する関係部

署と、協議検討を行う。 

 

 

 

（熊本県） 

・他社で実施する貨客混載事例について検討を

行う。 

報告2-12（議事2-12）



 

 （鹿児島県） 

・地域産品の貨客混載に向け、貨物輸送のニー 

 ズ把握に向けた、関係者との意見交換を行

う。 

・ＪＲ九州をはじめとする他社・他路線での貨

客混載事例を参考におれんじ鉄道での貨客混

載の実施に向けた研究を行う。 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した対策の検討、実施 

（津奈木町） 

・おれんじ鉄道と連携した対策の検討、実施 

【施策 6-2】 

鉄道貨物輸送

へのモーダル

シフトの促進 

 

県、市町、 

荷主、ＪＲ

貨物・運送

事業者 

 

 

 

 

（鹿児島県） 

・荷主や運送事業者の現況把握を行い、鉄道貨 

物輸送の普及啓発と利用促進に向けた研究を 

行う。 

（ＪＲ貨物） 

・3 月 4 日、九州運輸局と当社との共催で「鉄道 

コンテナ利用促進セミナーｉｎ福岡」を開

催。 

荷主・運送事業者等 15 社とマスコミ 2 社が参

加、当社サービスの紹介、九州運輸局による

最新の物流行政に関する講演、運送事業者に

よる鉄道利用事例の紹介のほか、実際のコン

テナや荷役作業を間近に見学していただき、

貨物鉄道輸送の利用を呼び掛け。 

・令和 6 年度、鹿児島でも開催。荷主・運送事

業者等 12 社とマスコミ 1社が参加。 

（ＪＲ貨物） 

・令和７年度に引き続き「鉄道コンテナ利用促

進セミナー」を開催。開催地については検討

中。 

・荷主・運送事業者等を対象とした貨物駅見学

会の開催。開催地については検討中。 

 

基本方針７ 安全・安定運送の確保 

【施策 7-1】 

老朽化設備の

更新・機能向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町 

 

（おれんじ鉄道） 

・線路設備/電路設備/車両において計画してい

た更新、修繕を実施。令和７年度大雨災害に

よる被災箇所の復旧は、令和８年度も本復旧

に向け引き続き工事を実施（今年夏頃完了予

定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・将来の列車運行に適応した適切な設備機能の

改善を図り、安定かつ安全な運行をめざす 

・線路設備 

→令和７年度大雨被害復旧 

→安全輸送の基準を基にしたマクラギ等の計 

画的更新 

・電路設備 

→令和７年度大雨被害復旧 

→電力施設、信号通信設備の計画的更新 

→過大な施設のスリム化検討 

・車両 

→定期的な法定検査に伴う原動機変速機の計

画的更新 

→社会情勢変動による資材、部品、燃料等の

供給状況把握 

報告2-13（議事2-13）



 

（両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道の安定した運行を確保するた

め、同鉄道が行う車両・線路・電路等の鉄道

基盤設備等の維持等に要する経費の支援を実

施。 

・令和７年８月６日から 11 日にかけての熊本県

の大雨及び台風 12 号により甚大な被害を受け

たおれんじ鉄道の線路施設等の災害復旧に要

する経費の一部に対して予算措置を実施。 

（両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道の安定した運行を確保するた

め、同鉄道が行う車両・線路・電路等の鉄道

基盤設備等の維持等に要する経費の支援を行

う。 

・令和７年８月６日から 11 日にかけての熊本県

の大雨及び台風 12 号により甚大な被害を受け

たおれんじ鉄道の線路施設等の災害復旧に要

する経費の一部に対して支援を行う 

（芦北町） 

・おれんじ鉄道が実施した老朽化した駅トイレ

の解体への協力 

 

【施策 7-2】 

鉄道事業再構 

築実施計画の 

策定等 

 

 

 

おれんじ

鉄道、

県、市町 

 

 

（おれんじ鉄道） 

・令和７年 12 月 19 日 

肥薩おれんじ鉄道線鉄道事業再構築実施計画

を国へ認定申請 

・令和８年 1 月 27 日 

肥薩おれんじ鉄道線鉄道事業再構築実施計画

が国から認定を受ける 

・令和８年３月 全ての７市町が計画改訂完了 

・令和８年度～ 

社会資本整備総合交付金活用 

（おれんじ鉄道） 

・鉄道事業再構築事業の実施計画に基づく鉄道

の安全性、利用者の利便性の維持・向上のた

めの設備更新等の実施 

 

 

（両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道及び両県・沿線７市町が共同で

「肥薩おれんじ鉄道線鉄道事業再構築実施計  

画」を策定。 

（両県・沿線７市町共通） 

・令和７年度に策定を行った「肥薩おれんじ鉄

道沿線地域公共交通計画」及び「肥薩おれん

じ鉄道線鉄道事業再構築実施計画」に基づ

き、同鉄道が地域にとって必要とされ、利用

される鉄道を目指すとともに、同鉄道を軸と

した地域交通ネットワークが実現できるよ

う、関係者が一体となって、取組を進める。 

基本方針８ 肥薩おれんじ鉄道の経営の安定化 

【施策 8-1】 

経費の節減等 

 

おれんじ

鉄道 

 

（おれんじ鉄道） 

・地場の不動産事業者に情報共有済。 

今後、不動産事業者との連携は継続した上

で、売却以外も含めた活用方法を検討。 

 

（おれんじ鉄道） 

・未利用土地（駅前土地等）の活用方法を継続 

 検討 

・令和 8年 4 月に統合した工務センターにおい

て人材と施設設備の効率化 

・他鉄道会社（くま川鉄道）に倣った運転士自

社研修体制の試行 

 

基本方針９ マイレール意識の醸成 

【施策 9-1】 

肥薩おれんじ

鉄道の利用促

進 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町 

 

（おれんじ鉄道） 

・小口利用の学校団体数 

 R7 年度：119 件 

 R6 年度：160 件 

・鉄道学校を利用した学校団体数  

 R7 年度：9件 

 R6 年度：16 件 

 

 

【おれんじ鉄道】 

・子どもや利用したことのない住民等を対象に

乗り方教室等を実施 

・通学利用促進に向けた学校訪問、通学定期券

の販促活動 

・通勤利用促進に向けた営業活動強化 

・企業対象セールスを強化 新規顧客数１０名

獲得 

 

報告2-14（議事2-14）



 

・定期券（前年比） 

売上：約 110.5％ 人員：   92.3％ 

→運賃改定効果あるが、豪雨による運休の影

響もあり人員は減少。 

・通勤定期販売促進に向け沿線企業への営業活 

 動を R8 年度実施予定 

・（65 歳以上）いきいきシルバー定期券収入 

R7 年度 104.3％ 

 （両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道が作成した年間イベントスケジ

ュールを基に、同鉄道のイベント企画や沿線

の地域資源等について、各自治体のホームペ

ージやＳＮＳ、広報紙等で積極的に情報発信

を行い、マイレール意識の醸成を図る。 

・両県の協議会（肥薩おれんじ鉄道沿線活性化

協議会、肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会）

において、小・中・高等学校等が、遠足、社

会見学、文化・スポーツ交流等で同鉄道を利

用する場合の運賃助成を行い、子供等による

同鉄道の利用を促進する。 

・両県の協議会（肥薩おれんじ鉄道沿線活性化

協議会、肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会）

において、おれんじ鉄道が実施する子供向け

企画（おれんじこども感謝ウィーク等）の支

援を行うなど、若年層がおれんじ鉄道に慣れ

親しむ機会の創出に努める。 

・沿線自治体が率先して、職員に対する同鉄道

を利用した通勤の促進及び情報発信を行う。 

（八代市） 

・職員に対し、公共交通を利用した通勤につい

て啓発活動を行った。 

（八代市） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（水俣市） 

・おれんじ食堂や企画列車について、市民及び

庁内へ周知を行った。 

（水俣市） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（芦北町） 

・町公式ホームページや広報誌を活用したおれ

んじ鉄道の情報発信 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施 

・芦北高校生への通学費の支援 

・町内小中学生向けのスクールトレイン実施周 

 知 

（芦北町） 

※情報発信は両県・沿線７市町共通の欄に記載 

 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施 

・芦北高校生への通学費の支援 

・町内小中学生向けのスクールトレイン実施周 

 知 

（津奈木町） 

・町公式ホームページや広報誌を活用したおれ

んじ鉄道の情報発信。 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施。 

・おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業を活用し

た利用促進策の実施。 

（津奈木町） 

※情報発信は両県・沿線７市町共通の欄に記載 

 

・おれんじ鉄道と連携した旅行プランの造成、

実施。 

・おれんじ鉄道沿線活性化協議会事業を活用し

た利用促進策の実施。 

報告2-15（議事2-15）



 

（阿久根市） 

・通学定期券購入補助事業の実施 

（阿久根市） 

・通学定期券購入補助事業の実施 

・動員等による大人数の移動の際におれんじ鉄

道の利用を促す 

（出水市） 

・市内イベント等に係るおれんじ鉄道利用促進 

の広報 PR 支援 

・通学定期券購入補助事業の実施 

（出水市） 

※広報 PR 支援は（両県・沿線７市町共通）の欄

に記載 

・通学定期券購入補助事業の実施 

（薩摩川内市） 

・自治体主催イベントで「ミニトレイン」を利 

 用し普及活動・企画列車、企画乗車券の広報 

活動 

・通学定期券購入補助事業の実施 

（薩摩川内市） 

・自治体主催イベントで「ミニトレイン」を利

用し普及活動・企画列車、企画乗車券の広報

活動 

・通学定期券購入補助事業の実施 

【施策 9-2】 

住民等が肥薩

おれんじ鉄道

に親しむ仕組

みづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お れ んじ

鉄道、県、

市町、促進

協議会 

 

（おれんじ鉄道） 

・日奈久温泉－佐敷間開業 100 周年記念事業の 

実施（R7.4.12） 

・水俣駅リニューアル 10周年記念企画の実施 

（R7.4.29） 

・八代高校（八高未来創造塾）連携イベントの 

実施（R7.11.3） 

・沿線イベントへのミニトレイン運行出展 

→７回実施 

・ネーミングライツ 

  R8.3 月時点：4 駅 

  R8.4 月時点：3 駅 

→目標未達のため、R8 年度は、情報発信、 

営業強化に注力する。 

・令和 8 年度おれんじ鉄道年間スケジュー 

 ルを作成済 

→各自治体広報誌等の掲載による沿線住民へ

の企画や商品の認知機会につなげる。 

（おれんじ鉄道） 

・沿線学校連携企画の実施（イベントや利用促

進キャンペーン、他商品開発等） 

・沿線開催子ども向けイベントへの参加、マイ

レール意識醸成につながる取り組み実施 

・令和 9年度以降のパートナーズクラブリニュ

ーアルに向けた内容の見直し（会費／特典内

容／他、会員拡大につながる施策） 

・令和 9年度以降のオーナー制度導入に向けた

検討継続 

・ネーミングライツ対象駅：４駅以上（継続 3、

新規 1） 

・自治体広報誌等掲載件数 沿線市町各２回以

上（会社年間スケジュール等、会社提供情報

の拡散協力） 

 （両県・沿線７市町共通） 

・おれんじ鉄道が作成した年間イベントスケジ

ュールを基に、同鉄道のイベント企画や沿線

の地域資源等について、各自治体のホームペ

ージやＳＮＳ、広報紙等で積極的に情報発信

を行い、利用者の促進を図る 

・同鉄道とも連携の上、パートナーズクラブの

会員募集に努める。 

（八代市） 

・「八代亜紀さんメモリアル事業」の一環で、八

代亜紀さんへの感謝及びおれんじ鉄道の利用

促進を目的に、八代亜紀さんのラッピング列

車の運行を行った。 

 

（水俣市） 

・4/29 に水俣駅リニューアル 10 周年記念企画を

実施した。 

（水俣市） 

・水俣駅～野田郷駅間開業 100 周年記念の実施 

 

報告2-16（議事2-16）



 

（芦北町） 

・町公式ホームページや広報誌を活用したおれ

んじ鉄道の情報発信 

（芦北町） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（津奈木町） 

・町公式ホームページや広報誌を活用したおれ

んじ鉄道の情報発信 

（津奈木町） 

※令和７年度と同様の取組は両県・沿線７市町

共通の欄に記載 

（阿久根市） 

・ＪＲ九州が運行する「36ぷらす３」が折口駅

に停車する際、地元住民及び市職員でおもて

なし活動を行う。 

（阿久根市） 

・ＪＲ九州が運行する「36 ぷらす３」が折口駅 

に停車する際、地元住民及び市職員でおもて

なし活動を行う。 

（薩摩川内市） 

・自治体主催イベントで「ミニトレイン」を利 

 用し普及活動 

・駅ネーミングライツの広報 

・職員へのパートナーズクラブ入会促進 

・沿線地域と連携したイベントの開催支援 

（薩摩川内市） 

・自治体主催イベントで「ミニトレイン」を利

用し普及活動 

・駅ネーミングライツの広報 

・職員へのパートナーズクラブ入会促進 

・沿線地域と連携したイベントの開催支援 

【促進協議会】 

（熊本県） 

・おれんじ鉄道や観光列車「おれんじ食堂」の

認知度向上に資する取組を支援した。 

（鹿児島県） 

・おれんじ鉄道や観光列車「おれんじ食堂」の

認知度向上に資する取組を支援した。 

 （おれんじ食堂のポスターを制作） 

【促進協議会】 

（熊本県） 

・おれんじ鉄道や観光列車「おれんじ食堂」の

認知度向上に資する取組を支援する。 

（鹿児島県） 

・おれんじ鉄道や観光列車「おれんじ食堂」の

認知度向上に資する取組を支援する。 

  

 

報告2-17（議事2-17）


